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二人は一度にはねあがっ

てドアを飛び出して改札
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と
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ところが改札口には、明るいムラ

サキがかった電とうが、一つ点い

ているばかり、だれも居ませんで

そこら中を見ても、駅長や赤ボウらしい人の、影

もなかったのです。二人は、停車場の前の、水シ


